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地方創生局

向上が図られると考え
ているｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ指標
の項目

指標① 指標② 指標③

総合指標／生活調和とバランス なないろ指標／生きがい・希望

応募促進イベントの実施
（５月末　富山県、大阪府）

千
円

イベント参加者数

15,000

事業番号：８月31日(日)－②

目　的
（何のために）

実証実験を通じて、県内外企業等が保有する先進的なデジタル技術を活用し、地域課題
の解決に向けた事例の創出、県内での新しいビジネスモデルの構築、県民生活の質の向
上を図り、県民の真の幸せ（ウェルビーイング）の追求を目指す。

根拠法令等 - 担当課･係名 デジタル戦略課

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 榊原

実施の背景

　人口減少や少子高齢化が進む中、本県の生活維持サービスの今後の充足率について
は、2030年には90.6％、2040年には73.1％に低下するという試算もある。行政・福祉・
交通など様々な分野で人手不足やサービス維持等の課題を解決するには急速に進化する
デジタルの活用が不可欠である。

　また、スタートアップ企業数は、大都市圏に集中しており、県内においてデジタルを
活用した課題解決に向けた取組みを加速化させるためには、県内外の革新的な技術を持
つ企業やスタートアップ企業と共創し、スピード感を持って実証を重ねていく環境づく
りが必要である。
　本事業は、2022年２月に策定した「富山県成長戦略」を着実に実行するための「富山
県成長戦略アクションプラン」に位置付けられている事業であり、デジタルを活用した
実証実験を行い、その成果を県内に展開していく。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 デジポックとやま実証実験プロジェクト事業 事業開始年度 2022年度

上位施策事業名 - 担当局・部名

2025 年度

デジタルソリューション委員会の運営 400
千
円

-

職員旅費等（県外でのイベント旅費・先進地
域の視察）

600
千
円

-

関連事業
（同一目的事業等）

-

事
業
概
要

対　象
(ターゲットとなる県

民等の属性)

地域の課題を抱える方
県内にて事業発展を目指す企業(スタートアップ含む）

対象者数（全住民に対する割合）

- 人 ％

実施方法

□直接実施（直営）

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：北陸銀行・Relic共同企業体　　　　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

Digi-PoC運営業務委託
・全体スケジュール管理
・実証実験テーマとなる地域課題の精査
　※県及び市町村から提案された地域課題
・実証実験の伴走支援
・広告配信、特設サイト運営・情報発信

千
円

・特設サイトのPV数
・実証実験応募数
・次年度の継続率

実証実験費用（300万円×６件）
※委託契約

18,000
千
円

実証実験にて課題解決
に資するかどうか



事業番号：８月31日(日)－②

事業シート（概要説明書）

予算事業名 デジポックとやま実証実験プロジェクト事業 事業開始年度 2022年度

2025 年度

36
(30)

52
(36)

／
デジタルソリュー

ション提案数
千円 729 2,008 1,201

2024 年度 2023 年度 2022 年度

件

5,902

76,786 千円

35,442

千円

5989 37

2022 年度(決算)

2024 年度

千円

千円 70,884 千円

千円

人

千円 0.8 人

70,884 千円

136

千円

千円 0.8 人 5,902 千円

千円

140

国補助金の内容 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）

千円

その他の財源の内容

74,312 千円

35,442 千円

千円 0

千円 0 千円 0 千円

00 千円 0 千円

-

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

実証実験結果、効果があると見込まれ、社会実装に繋がり、実際に課題が解決され、実
証実験実施の企業の県内での事業展開に寄与すること

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト 総事業費

社会実装につながった事業数
（）は累計

件
4/4

（10/20）
4/9

（6/16）
2/7

0 千円

-

2022 年度

8,257 10,126

年度

4

- -

実証実験プロジェ
クト数

千円 16,231

実証実験プロジェクト実施件数

2023

9 7

／

デジタルソリューション提案数 件

一般財源 17,500 千円 32,638 千円 37,581

3.1万

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

応募促進イベントの参加者 人

単位当たりコスト 総事業費

デジタルソリューション提案社数
（内、県外企業数） 社

80
(58)

71,007

特設サイトの総アクセス数
※2024年度から計測 PV

千円 0.8

財源

内訳

36,731 千円

千円

千円 32,287 千円

79,970

国補助金
16,500

財源合計 34,000 千円 64,925 千円

地方債 0

その他の財源
（使用料、手
数料など）

228

事
業
実
績

2023 年度(決算)

人

千円

0.8 人

人

千円 74,312

0.8 人 5,658

人 千円

6,082 千円

6,0825,938 千円

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計 34,000 千円 64,925

2025 年度（予算） 2024 年度(決算見込)

人件費合計 0.8 人 5,938

臨時職員等 人 千円

総事業費 39,938 千円

事業費内訳
（2024年度分）

運営業務委託費用：29,000千円
　プロジェクトマネージャー業務：11,000千円
　　・プロジェクト全体管理、実証実験イメージ作成・提案
　　・成果報告会の企画・実施
　　・実証実験のビジネスモデル化検討・提案
　情報発信業務：18,000千円
　　・ウェブサイト構築、広告配信、チラシ制作
　　・富山県および首都圏での応募促進イベント（228名参加）
実証実験委託費用：36,000千円
　本県のDX推進が促されるような実証実験：5,000千円×2テーマ
　他県でも事例がないような実証実験：13,000千円×2テーマ

人
件
費

担当正職員 0.8 人 千円 0.8 人 5,658



事業番号：８月31日(日)－②

事業シート（概要説明書）

予算事業名 デジポックとやま実証実験プロジェクト事業 事業開始年度 2022年度

2025 年度

特記事項

＜実証費用（予算）の変遷＞
2022年度　4,500万円　[ 500万円（5件）、先駆的な事例 1,000万円（2件）]
2023年度　5,000万円　[ 500万円（4件）、先駆的な事例 1,000万円（3件）]
2024年度　4,500万円　[ 500万円（5件）、先駆的な事例 2,000万円（1件）]
2025年度　1,800万円　[ 300万円（6件）]

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

〇CO-FUKUI 未来技術活用プロジェクト（福井県）
　県内外の企業等が行う先進的・革新的な技術やサービスの実証プロジェクトを誘致すること
により福井県の地域課題解決を図る。
　実証実験費用（補助金）：
　　新規枠　上限300万円/件　補助率 1/2　6件程度採択
　　継続枠　金額の支援なし

〇広島サンドボックス（広島県）
　広島県内の企業が新たな付加価値の創出や生産効率化に取り組めるよう県内外の企業を呼び
込み、様々な産業・地域課題の解決を目指す。
　実証実験費用（補助金）：
    新規枠　上限1,000万円/件　補助率 10/10　15件程度採択
    継続枠　上限1,000万円/件　補助率 10/10　3件程度採択

〇TRY ANGLE EHIME(愛媛県)
　デジタル技術を県内各産業への現場実装・定着・横展開により、本県産業の稼ぐ力の強化や
現場でデジタルを使いこなす人材を育成するとともに、全国共創拠点との連携による地域課題
の解決やデジタル企業の県内誘致、さらには実装成果のマッチングにより新たな稼ぐ力の創出
を目指す。
　実証実験費用（委託契約）：
　　最大3,000万円/件　15件程度採択

〇富山市スマートシティ推進プロジェクト創出事業
　富山市版スマートシティの実現に資する官民のサービス創出を促進するアプリケーションの
開発やビジネスモデルの試行などの実証実験を支援
  実証実験費用（補助金）：最大500万円/件　補助率3/4

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【評価】
（１）事業開始した2022年度から2024年度までの３年間でノウハウを蓄積し、計20件の実証実
験を実施した。そのうち、実際にサービスの向上や業務の効率化など社会実装につながった事
例は10件である。
＜社会実装につながった主な事例＞　（詳細は別紙参照）
・避難所運営システムの導入（2024年度）については、他の自治体（地区）においても活用さ
れるなど横展開が図られている。
・短期就農マッチングサービスの構築（2024年度）については、潜在的な労働力の掘り起こ
し、長期就労者の確保に繋がっている。
・バス遅延データの解析（2023年度）については、解析結果に基づき、遅延の少ない路線バス
ダイヤに改正し、地域交通サービスの利便性向上に貢献している。

（２）専門家による伴走支援により、課題のテーマ検討、実証実験の過程において、自治体職
員のデジタルやデータを活用した政策形成能力の向上に資することができた。

（３）応募促進イベントを通じて、県外企業が自治体職員と交流する機会を提供し、本県の抱
える地域課題への理解を深め、実証実験フィールドとして富山県の認知度を高めることができ
た。（2024年度の応募促進イベントの参加者計228名のうち145名が県外からの参加者）

【今後の方向性】
今後も人口減少や少子高齢化の進展に伴う社会課題は深刻化すると見込まれる中、最新のデジ
タル技術を活用した社会課題解決の取組みは重要であるため、事業の継続・拡充を考えてい
る。

【課題】
・新たにシステムを構築するような規模の大きい実証実験の場合、システムの構築に時間を要
し、実証した内容を翌年度の予算要求に繋げられないことがある。
・一方、実証実験の結果を予算要求に繋げるため、実証費用を抑えてスピード感をもって実証
できるようにした場合、既存のソリューションの実証が中心となり、実験的、革新的な要素が
少なくなる。



• 短期間に多数の避難者が押し寄せた
ため、避難所の避難者数や属性（名
前、性別、年代等）など避難者情報
が把握できなかった。

• 災害備蓄品（支援物資）について、在
庫確認、必要物資の把握、配分と配送
などがスムーズに実施できなかった。

• マイナンバーカード、運転免許証な
どを読み取り、人数、属性（名前、
性別、年代等）を迅速に把握

• 読み取った避難者情報に基づき、災害備
蓄品の在庫や必要物資を把握し、自動
で的確に配分

受付票に手書き
エクセルに転記

マイナンバーカード、
QRコードから入力

能登半島地震での課題 避難所運営オールインワンシステム

２分半

１分～
１分半

※同時並行で入力可能

1

デジポックとやま実証実験事例

災害時における避難者の情報管理・災害備蓄品の管理（R6）

＜システム利用者の声＞
当時は人数の把握に必死で、避難者への配慮などまで気が回らなかったが、このシステムを使えばよ
り正確に対応できる。また、運営の効率化が期待できる。



2

• 農業従事者の高齢化が進行する一方、
新規就農者が少なく、農業を担う人手不
足や将来の担い手確保が課題

• 繁忙期に手伝ってくれる人手の確保や、
給料の支払いなどが大変

• 一方、育児や介護などで時間の制約によ
り、働きたくても働けない人が増加

• 数時間単位から柔軟に就業できる農
業に特化した求人サイトを開発

• 契約、給与、明細などは自動で対応
• 子育て中の女性や退職後のシニア、
U/Iターンを検討している求職者、
学生などの応募により、就農機会の
増加・働き手の確保につながる。

地域の課題 富山あぐりマッチボックス

登録事業者 116事業者(760農業経営体)
求職者 350名（女性が約７割）
マッチング 62名 334件

成果

デジタルソリューションの推進デジポックとやま実証実験事例

農業の担い手確保（R6）

＜システム利用者の声＞
急遽次の日に人手が必要になり求人を出したが、すぐに応募が来て助かった。
リピートしてくれる人が増え、大変助かっている。



• 富山市の路線バスの定時性は満足度
30％（遅延の許容範囲は5分）

• 5分遅れは当たり前、所々10分遅れも

• バスロケーションシステムの遅延
データを収集・分析し、遅延が少な
いダイヤを自動生成

地域の課題 最適なバスダイヤ作成

3

デジポックとやま実証実験事例

公共交通の満足度向上（R5）

遅延５分以内率

地鉄バス：19％ → 53％

加越能バス：51％ → 57％



主催 企画・ 運営

と やまデジタ ル県民
コミ ュニティ の創出・ 活性化

新規・ リ ピータ ー獲得戦略と
富山県誘客効果の可視化

介護サービスの
担い手確保と 負担軽減

河川モニタ リ ングの
最適化と 情報発信

林業の担い手
確保・ 定着と 安全向上

中山間地域における
農地現地調査の効率化

持続可能な農業の確立

Digi-PoC TOYAMA事務局
主催  ︓富山県
企画運営 ︓Relic・北陸銀行共同企業体

Digi-PoC
TOYAMA

とは

特徴

富山県では成長戦略と し て掲げる県民のウェ ルビーイ ングの向上や、
「 幸せ人口1 0 0 0 万」 の実現等を図るため、
先進のデジタ ル技術を活用し て地域課題を解決する実証実験を推進し ています。
地域課題をデジタ ルソ リ ュ ーショ ンで解決する事例を創出し 、
ビジネスモデルの構築につなげるこ と で、
本県における産業・ 地域社会のD X を実現し よう と いう も のです。
令和4 年度から 取り 組んでおり 、 今年度も 実施するこ と を決定し まし た。

✅  県・ 市町村が抱える7 つの課題(下記)について、
 解決するデジタ ルソ リ ュ ーショ ンをお持ちの事業者を募集
 ※詳細については、 裏面に記載のあるイ ベント 参加登録ページより ご確認く ださ い。

✅  1 件あたり 3 0 0 万円の実証費用を支援
✅  イ ノ ベーショ ン支援実績多数のR e l ic と

 富山県内で強いリ レーショ ンを持つ北陸銀行が伴走・ 支援

1

2

3

4

5

6

7

募集テーマ 解決し たい課題/実現し たいこ と

デジタ ル上でも拡張性あるエコシステムを
構築し 、 若年層を含むファ ンの裾野拡大と
地元事業者と の連携を強化し たい。

来店者情報の取得と 分析を通じ て効果的な
施策を実行し 、 富山県観光への送客数を
データ で測定する仕組みが必要。

介護現場の業務効率化・ 負担軽減と
多様な人材確保、 学習機会確保が急務。

危険箇所の迅速把握と 県民へのタ イムリ ーな
情報提供、 洪水時の安全な流量計測手法が必要。

若手人材の確保・ 定着と 作業省力化、
安全な職場環境づく り が不可欠。

衛星・ ド ローン等の代替データ 活用により 、
調査を迅速・ 省力化する手法の確立が急務。

空き農地の増加を防ぎつつ、 企業参入も可能な
新たな経営体・ 栽培モデルを構築する必要。

6 月2 3 日

1 0 :0 0  応募締切
5/26(月)〜 募集開始!!!



富山県が抱える課題の現状やデジタ ル活用のニーズなど直接聞けるチャ ンス! !
実証実験プロジェ ク ト の応募アイ デアのヒ ント を掴も う ! !

時間 ：  1 4 :3 0 -1 7 :0 0  (開場1 4 :0 0 )

会場 ：  富山県民会館 4 0 1 会議室
  ＋オンラ イ ン

5 月2 7 日 火

時間 ：  1 5 :0 0 -1 7 :3 0  (開場1 4 :3 0 )

会場 ：  Q U IN T B R ID G E

5 月2 9 日 木

事業者向けイベント情報

✅  D ig i-Po C  T O Y A M A  概要説明
✅  県、 市の担当者による募集テーマ説明
✅  県、 市の担当者と のミ ート アッ プ

イベント内容

✅  富山県のD X 化推進に貢献し たい
✅  富山へのビジネス進出や拠点づく り のヒ ント が知り たい
✅  地域の課題をビジネスチャ ンスにし たい など

参加者への期待

自由な発想を 持っ た意欲的な事業者の皆さ んの参加を お待ちし ています! !

日程

参加予約はQ R コ ード から お願いいたし ます。
h t tp s ://to y a m a c o n n e c t .c o m /e v e n t _ d e ta i l/to y a m a _ d ig ip o c _ r 7 _ s e t s u m e i

参加申込

※予約に活用するTOY A M A  CON N ECTは
D ig i-Po C  TOY A M A のR 6 年度実証による成果です。

主催 企画・ 運営
Digi-PoC TOYAMA事務局
主催  ︓富山県
企画運営 ︓Relic・北陸銀行共同企業体

富
山
会
場

大
阪
会
場

https://toyamaconnect.com/event_detail/toyama_digipoc_r7_setsumei
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テーマ 採択企業 実証実験概要

「とやまデジタル県民
コミュニティ」の創出・活性化 株式会社NTTデータ

地域のテーマに沿ったクエスト（お題）への参加など
実際の行動を通じて、ユーザーの富山へのかかわりを可視化し、
都市住民と富山が日常の中で関わり続ける“地域共創モデル”を実証する。

介護サービスの担い手確保と
負担軽減

株式会社タイミー
介護分野向けの業務の切り出し支援や説明会の開催により、
スポットワークの普及・定着を図り、介護現場における
人手確保・負担感の解消を目指す。

ダイハツ工業株式会社 通所介護施設における送迎業務を共同運行に変えることで、
必要な人員・車両・コストを削減し、効率化に寄与できるかを実証する。

河川モニタリングの
最適化と情報発信

株式会社
ハイドロ総合技術研究所

ハイブリッドAI 縦断水位予測システムと画像式流量観測により、
安全で正確な流量計測の手法を実証するとともに、
県民への情報発信手法を検討する。

中山間地域における
農地の現地調査の効率化 株式会社ネスティ 複数の衛星データ解析と富山県データ連携基盤を活用し、

現地確認作業の効率化に寄与できるのかを実証する。

持続可能な農業の確立 サグリ株式会社
農地の状況をデジタル地図上で可視化するだけでなく、
耕作放棄地や担い手不足の農地、農地の集約情報を抽出し、
企業が参入しやすくなるようなデータの見える化を実証する。

令和７年度実証実験プロジェクト



令和７年度実証実験プロジェクトのスケジュール

３月中 実証実験テーマとなる地域課題の照会（県庁内＋市町村）
４月中 地域課題のヒアリング・深堀
５月12日 デジタルソリューション推進委員会➀（実証実験テーマ決定）

５月26日 実証実験プロジェクト募集開始（〜６月23日）
５月下旬 応募促進PRイベント（富山 27日、大阪 29日）

６月下旬 地域課題の担当課による１次審査
７月２日 デジタルソリューション推進委員会②にて、２次審査

（実証実験プロジェクト事業者の決定）

８月上旬 実証実験プロジェクト開始（R7.12まで約５か月間）

10月中旬 デジタルソリューション推進委員会③（中間報告）

１月下旬 デジタルソリューション推進委員会④（成果発表）

デジポック特設サイト



運営受託事業者である Relic・北陸銀行がソリューション事業者を伴走支援する体制を構築
伴走支援では関係者とのマッチングや実証実験の調整支援および、事業開発に対するメンタリングを実施
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運営体制

事業運営委託
富山県

デジタルソリューション推進委員会

地域課題
採択

成果報告

伴走支援

委託契約

＜役割＞

新規事業開発・イノベーション創出実績から
専門的なシステム・課題解決ノウハウの提供

県内自治体・取引先等のリレーション活用に
よる連携支援


















